
令和6年度地域密着型金融に関する取組状況（R6年4月～Ｒ7年3月）

１．顧客企業に対するコンサルティング機能の発揮

具体的取組策 SDGs 取組状況
・情報収集とお客様の課題抽出による伴走支援及び
　円滑な資金供給への取組
・事業性評価による経営者保証に依存しない融資慣
　行確立の取組

・ゼロゼロ融資の無利息期間終了先については、伴走支援型特別保証を活用した資金計画・
　資金繰り改善に向けての提案を実施するとともに、事業性評価による経営者保証に依存し
　ない融資取組についても各会議で指導
・SDG's関連商品である地方創生ローン、事業者向け小口融資の取扱い開始

具体的取組策 SDGs 取組状況
・顧客企業のライフステージ等に応じた事業資金
　ニーズに対応できるよう、「目利き力」「コンサル
　ティング能力」の向上に向けた人財育成
・中小企業診断士及びファイナンシャルプラニン
　グ技能士（FP）資格取得支援

・5/16～5/17　 企業・事業支援再生支援研修会　２名
・10/10～10/11　経営支援スキル養成研修会　１名
・11/6～11/8　事業性評価・コンサルティング機能強化講座　２名
・FP２級資格取得者　2名

具体的取組策 SDGs 取組状況
・外部機関、業界ネットワーク等を活用したビジネス
　マッチングの推進

・あまがさき産業フェア、岡山県しんきん合同ビジネス交流会、国際フロンティア産業メッセ、
　兵庫県立大学フェア、関西交通ネットワーク大商談会、しんきんコネクト等の業界・外部団体
　が主催するフェア・商談会へ取引先を案内（取引先66社出展）
・中小企業基盤整備機構が展開するジェグテックを活用したビジネスマッチングの機会を提供
・中小企業基盤整備機構・日本政策金融公庫・日本貿易保険機構と連携した海外支援ビジネ
　スパッケージへの参加

具体的取組策 SDGs 取組状況
・企業の事業再生、経営改善をサポートする取組みと
　して経営改善計画、事業再生計画の策定支援態勢
　を事業支援部と協調し構築

・事業再生・経営改善サポートする取組みとして中小企業活性化協議会を活用し経営改善計
　画の策定、事業再生計画の策定を実施

事
業
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・企業のライフステージに応じた支援の実施
・創業・第2創業・新分野展開の係る相談業務・補助金
　申請支援等の支援充実
・事業承継・M&Aに係る外部専門機関と連携した支援
　の実施
・経営改善、事業再生、再チャレンジに向け外部専門
　機関との連携による計画策定支援の実施

・創業支援融資取組実績　56件　532百万円
【内訳】　・創業：48件　445百万円　・第2創業：4件　52百万円　・新分野展開：4件　35百万円
　　　　　 ・計画書策定支援：12件
・事業承継・引継ぎ支援センターと連携した「事業承継個別相談会」を延15会場で実施
　（参加企業　43社）
・信金キャピタル㈱、㈱日本Ｍ＆Ａセンター、名南Ｍ＆Ａ㈱（本年度業務提携）との連携による
　Ｍ＆Ａ支援（支援実績12件）
・兵庫県制度「中小企業経営改善・成長力強化支援事業（第3期159先）」に参加し、コロナ融
　資先全体で745先に対し課題解決に向け金融面・本業面において伴走支援を実施中
・保証協会専門家派遣により取引先の経営相談・経営改善計画策定支援を積極的に展開
 （専門家派遣実績48件）
・兵庫県中小企業活性化協議会を活用した経営改善・収益力改善計画策定支援の実施
（支援実績　11件）

　当金庫は、「地域と共生し豊かな街づくりに奉仕する。」「顧客に最良の金融サービスを提供し信頼に応える。」ことを経営理念として掲げ、創業以来培ってきたお客さまとのリレーションシップを
もとに、地域金融機関としての機能発揮に役職員一同本気で取組み、「地域で最も信用、信頼される金融機関」を目指しています。
　令和６年度につきましても、「顧客企業の経営改善等に資するコンサルティング機能の発揮」に一層注力するとともに、「地域の面的支援・活性化への取組強化」「地域やお客さまに対する積
極的な情報発信」の推進を通じて、引き続き金融仲介機能の発揮に向けて地域密着型金融の実践に積極的に取組んで参ります。

（１）日常的・継続的な関係強化に向けた取組み
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（３）ビジネスマッチングの推進
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（４）創業・新事業支援、経営改善支援、事業再生、事業承継等に向けた取組み

融
資



具体的取組策 SDGs 取組状況
・企業の経営課題に対し、公的支援機関、専門家等の
　外部連携機関との連携強化による課題解決に向け
　た支援の実施

・クラウドファンディング専門機関CAMPFIREと連携し販路拡大支援への取組み（支援実績
　7件）、また新たに寄附型クラウドファンディング専門機関であるREADYFORと連携
・兵庫県信用金庫協会が主催する「川上・川下ビジネスネットワーク事業」を活用しビジネス
　マッチング支援を実施（支援実績8件）
・兵庫県立大学産学連携機構と連携し技術相談等の支援を実施（支援実績5件）
・外部支援機関と連携し人材雇用等の支援を実施（支援実績90件）
・外部支援機関と連携した補助金・助成金支援（支援実績24件）
・ひょうご産業活性化センターと連携し「ひょうごSDGs推進宣言事業」登録の支援を実施
　（登録企業7件）、合わせて姫路SDGs登録を支援（支援実績3件）
・セキュリティーソリューションサービスの提供に向け㈱セコムと協定書締結（支援実績10件）
・省エネ支援の強化に向け環境共創イニシアチブが提供する省エネ支援サービスを導入
　省エネルギー設備投資利子補給金の指定金融機関に登録
・資源エネルギー庁が構築する「省エネ・地域パートナーシップ」へパートナー機関として参加
・省エネ支援として㈱三機サービス（本年度契約書締結）及び省エネお助け隊の活用により
　支援を実施（支援実績　8社）
・日本ICS株式会社との連携による決算関係書類送信サービス導入

２．地域の創生・活性化支援への取組強化
SDGs 取組状況

・青少年健全育成事業　１４件　２，５１０千円　　・コミュニティ活動事業　２０件　１，７８５千円
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・宍粟市人財力フル活用プラットホーム推進会議の各部会に参画
　（１）実践型インターンシップ部会：地域ベンチャー留学を8～9月に実施
　（２）しそうビジネスマッチング関連部会
　　　①兵庫県立大学工学キャンパスフェアへの参加（参加事業者10社。開催日11月15日）
　　　②「落語で学ぶ事業承継セミナー」の開催（参加企業17社。開催日１月２７日）
　（３）地域企業の魅力発信関連部会
　　　①JUMP UP SHISO（参加企業28社。開催日2月4日）
　　　②WEB版企業図鑑の作成
・兵庫県立大学産学連携機構、龍野商工会議所と連携し、学生主体による地元企業6社の
　SDGs調査を実施。発表会・交流会を1月17日開催
・にししんまちづくりファンドによる空き家改築資金の提供（利用実績３件45百万円）
・宍粟市、たつの市の観光協会と連携し「道の駅スタンプラリー」を実施（12月～2月）
・播磨科学公園都市圏域定住自立圏共生ビジョン懇談会委員として参画
・たつの市「龍野地区まちづくりビジョン推進協議会」委員として参画
・「食と農で結ぶ夢前ゆめ街道づくり実行委員会」への参画
・創業支援強化に向け加古川市と創業支援ネットワークにおける連携に関する覚書を締結
・お客さまからの定期預金預入の金利相当分を当金庫が負担し、地域の健康と福祉のために
　資する「SDGｓ定期」を年２回実施。
　寄附内容：第１回目「ふるさとひょうご寄附金」を利用し、小児筋電義手バンクプロジェクトへ
　　　　　　　　　　寄附
　　　　　　    第２回目公立病院へ車椅子および歩行器を寄附

３．地域や利用者に対する積極的な情報発信
SDGs 取組状況

・令和５年度の「地域密着型金融の取組状況」をホームページ(5月)とディスクロージャー誌で
　公表（7月）
・令和６年度の「地域密着型金融に関する計画」をホームページで公表（5月）
・西播磨地域の中小企業103社を対象にした景気動向調査を実施し、調査結果を「にししん
　景況レポート」として公表（4月、7月、10月、１月）

４．その他地域貢献
SDGs 取組状況

・当庫就職希望者の職場見学実施　８月　５名

（５）外部専門家・外部機関等との連携
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具体的取組策
・「一般財団法人にししん地域振興財団」を通じて、地域
　創生・活性化に向けた取組

※「一般財団法人にししん地域振興財団」は、西播磨地域におけるコミュニティの形成及び地域の振興発展を図るため、コミュニティ活動、地場産業の活性化及び公共施設の整備などに対する支援を行い、地域
社会の発展に寄与することを目的に、当金庫が基金の全額を拠出して設立された財団です。

・地域自治体等と連携した地域創生・活性化に向けた
　取組
・地域自治体の課題解決に向けた取組
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具体的取組策
・ホームページやディスクロージャー誌等を活用した地域
　の取組みへの積極的な情報発信
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具体的取組策
・営業エリア内（小・中・高校生）対象に金融教育の実施
・当金庫就職希望者の職場見学を実施（高校生対象）


